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行政と学校、市民の協働による
文化財情報の取得と公開
－飛騨市モデルの事例報告－

飛驒市教育委員会 係⾧(学芸員)  三好清超

発表の要旨－岐阜県飛騨市の事例報告－

2

飛騨市における調査研究成果の共有の在り方

・調査や記録作成を協働で行う。
・公開を協働で行う。 →市内外への発信
・何をどのように記録し、公開していくか

という点を研究で深める。→地域研究
・その在り方に対し評価を受ける。

→どのような対象にどんな影響を与えたか
ふるさと納税による効果
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岐阜県飛騨市とは 岐阜県最北端に位置し、少子高齢化が進む自治体

南は高山市・北は富山県・西は白川村
人口23,000人、高齢化率39％
人口予測:2045年には13,000人

3

H16誕生

遺跡は341ヶ所
【時代】旧石器～中近世まで
【立地】盆地に集中
    河川沿い段丘に点在

盆地

V字谷に点在
する河岸段丘

岐阜県飛騨市とは 埋蔵文化財の現状
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天保４年古川町方村絵図 岐阜県史跡・増島城跡の石垣

【近世】金森氏の町づくり －現在の町に続く－

江馬氏館跡公園 史跡・名勝のダブル指定

は岐阜県初!

【中世】栄華をほこった江馬氏の館 飛騨国司・姉小路氏城館跡の

史跡指定も目指す

姉小路氏城館跡・古川城跡主郭の礎石建物
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杉崎廃寺 飛騨で全貌が分かる

唯一の古代寺院

寿楽寺廃寺（県が発掘・市が地形測量）

飛騨で最も古いと考えられている

【古代】飛騨には古代寺院が点在する

岐阜県史跡・高野水上円墳 奥壁は一枚 岐阜県史跡・大洞平古墳

飛騨には円墳が多いが、方墳が二基並ぶ

【古墳】飛騨の古墳には奥壁に巨石を用いた横穴式石室が見られる
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重要文化財・中野山越遺跡出土品

【縄文中期】北陸・信州との交流を示す縄文の遺物群

塩屋金清神社遺跡（後期）

石棒類が1,074本出土。

【縄文早期】沢式土器の標識遺跡である沢遺跡が所在する
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Ｈ16.2.1合併後、報告書15冊・保存活用計画1冊

Ｈ27文化振興課6名(うち学芸員4名)

12

飛騨市にしか無い本質的な価値、

調査成果を市の内外に示す。
（アウトプット）
市が存続して関わる人が幸せになる。
（アウトカム）

飛騨市の文化財保護行政の目標の一つ
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保育園での縄文土器づくり体験

①文化財に触れることを重視⇒考古資料が持つ感動を伝えたい

神岡小学校で名勝江馬氏館跡庭園の土塀修理

①文化財に触れることを重視⇒調査の事実整理から導く解釈を伝える
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史跡江馬氏城館跡の山城を専門家と共に登る

①文化財に触れることを重視⇒全国の中での飛騨市の遺跡の意義を学ぶ
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県立吉城高等学校地学部による沢式
土器の胎土調査
→2020年度高校生ポスターセッション

①文化財に触れることを重視⇒自身が調査。高校生による地域研究。

県立関高等学校により石皿と敲石の痕跡調査
→2021年度、高校生ポスターセッション
2020年度全国高校生歴史フォーラム学⾧賞
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②発信し、調査を行う意義を伝えたい➡従来の紙媒体＋インターネット

紙上発表や講演だけでなく、SNSや動画も駆使して多くの方の目に触れるように
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②発信し、調査を行う意義を伝えたい⇒高校生の地域研究で市が元気に

関高校・吉城高校・斐太高校生を講師とした市民講座
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Instagramで「一日一石棒」はじめる（#石棒クラブ）

③記録作成の作業も発信も協働

➡報告書未掲載の遺物を公開したい

20

➡石棒の撮影もファンに手伝ってもらう
③記録作成の作業も発信も協働
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➡「一日一石棒」を見た国立市くにたち郷土文化館のホームページや常設展パネルに!

（非商用利用）

③記録作成の作業も発信も協働

出典:くにたち郷土文化館HP

22

➡2020年12月、石棒クラブが石棒３Dデータを公開!

③記録作成の作業も発信も協働

出典:https://sketchfa.com/sekibo.club

（石棒クラブHP）
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➡有償でFabCafeHidaで３Dデータを打ち出すサービスを開始!（商用利用）
③記録作成の作業も発信も協働

24

飛騨市役所の情報システム部署ではオープンデータに取り込むところです

➡5月、石棒３Dデータのダウンロードも可能に。

飛騨市HP
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ヒダスケ!について

飛騨市の“困りごと”を“ワク
ワク”の体験にかえる。
「共感型ボランティア」
「共感型お手伝い」

①市民・事業者の困りごとをいつでも登録
②マッチングの支援をウェブやSNS・申込サイトで行う
③関わってくださった方は“オカエシ”がもらえる

※オカエシ＝体験や経験、野菜などの食べ物、地域通貨（さるぼぼコイン）など
25

③記録作成の作業も発信も協働－関係人口研究として企画－

26

石棒クラブが飛騨みやがわ考古民俗館を舞台に
実践している関係人口づくり。

過疎先進地として他の自治体にも横展開できる
事例づくり。

共同研究：飛騨市×東京大学×教育水産研究機構×楽天
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関係人口の定義『観光以上、移住未満』

https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/総務省 関係人口ポータルサイト
27

飛騨市が関係人口企画の実践を通じてわかってきたこと

滞在日数は重要ではないが、1度滞在しているかどうかは重要。
地域愛着は，preference(好み)，pride(誇り)，belonging(帰属)，future 
responsibility(未来への責任)，cherish(大切)の5要素に分解できることがわかった。そ
のそれぞれと滞在日数との相関を調べた結果は以下の通り。

好き 誇り 帰属 責任 大切

1か月以上 -0.10 -0.09 0.18 -0.04 -0.10

2週間から1か月未満 0.11 -0.02 0.11 -0.02 0.03

1週間から2週間未満 0.15 0.03 0.10 0.10 0.08

1週間未満 0.15 0.18 0.09 0.11 0.13

ほぼ滞在しない -0.14 -0.10 -0.22 -0.09 -0.08

28
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観光・SNS・記事
ふるさと納税

飛騨市のファン

山城講座、バック
ヤードツアー参加
執筆・講演依頼

ヒダスケ！
石棒撮影、３D化

ボランティア

関心人口

交流人口

行動人口

飛騨市の関係人口の分類と調査研究アウトリーチの関係性

様々な段階の人が関われる懐の深い成果公開を展開する!

「内実」をふかめる

関わる人をふやす

発信側に
なる

ｲﾍﾞﾝﾄに
参加

賛同
応援

30

2020年飛騨みやがわ考古民俗館にある茅葺き民家（市指定文化財）の葺き替えを、

クラファンでなく使途メニューの一つに!!

飛騨・合掌造り
（分かりやすい）

↓
全国にある文化財の中で
飛騨市の特質を明らかにする

↓
調査研究で特質を深める！

↓
分かりやすく伝える

➡予算を付けることに皆が納得している社会の構築

目的に対しての効果を適正に評価したい
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2017
2018

2019

返礼品200

3.5億

4.6億

11億

返礼品400

返礼品600

15億

2020
返礼品1,000

教育4,384件
1.0億円

30日開館開始
石棒クラブ結成

教育 5,399件1.1億円
芸術家育成 950件1.9千万円
飛騨みやがわ考古民俗館

579件1.2千万円

193名

172名

408名

201名・開館2/3
オンライン発信

390名
開館2/3

寄附者様からの寄附金が何に活用されているのかを明確化!
➡多様な入口＋事業に賛同＋市は事業進捗を発信 ➡ 市への理解-賛同とリンク

2021

使い道も細かく

32

目的に対する効果を適正に評価したい➡誰に何のためを明確にする
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まとめ

アウトプット
興味や問題意識により求めているものは異なるという認識で（誰に何を）。
記録作成の作業を、市民だけでなく全国から参加者を募集して実施。
得られた成果の公開や発信も、全国から関わりたい人を募集して実施。
誰もが発信側にも参加側にもなることができる状況をつくる。（どのように）

アウトカム
飛騨市に関わる人が幸福な状態。
賛同者によるふるさと納税の寄付を受けて、資料を保存活用する自治体が存続

する状態を目指す。

➡飛騨市における考古資料の調査研究成果を、世の中にいかに公開・周知して
いくかという課題解決のための実践＝関係人口増大を目指した実践

（飛騨市内のコミュニティーでは文化財の維持が困難↔改正文化財保護法）

34

ご清聴ありがとうございました
ふるさと納税で石棒Ｔｼｬﾂが手に入ります☆

飛騨市 ふるさと納税検索


